寛政期の森島中良――戯号「築地善交」について―― by 石上, 敏
寛
政
期
の
森
島
中
良
ー
戯
号
「
築
地
善
交
」
安
永
か
ら
天
明
に
か
け
て
の
戯
作
者
森
島
中
良
に
つ
い
て
は、
風
来
山
人
平
賀
涼
内
の
門
人
と
し
て、
狂
歌
師
竹
杖
為
軽
と
し
て、
ま
た
黄
表
紙
作
者
万
象
亨
．
洒
落
本
作
者
天
竺
老
人
と
し
て
そ
の
活
躍
の
広
範
だ
っ
た
こ
と
か
ら
も
言
及
さ
れ
ろ
こ
と
が
多
い。
一
方、
瀾
学
者
森
島
中
良
に
つ
い
て
も、
代
々
の
奥
医
師
桂
川
家
第
四
代
甫
因
の
弟
と
い
う
立
場
か
ら、
ま
た
r
紅
毛
雑
話」
r
類
棄
紅
毛
語
訳」
な
ど
数
々
の
学
術
也
を
著
し
た
啓
蒙
家
と
し
て、
語
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
ヽ
本
稿
で
は、
一
度
捨
て
た
か
に
兄
え
た
戯
作
の
策
を、
中
良
が
再
び
執
ろ
こ
と
に
な
る
寃
政
期
に
視
点
を
お
き、
特
に
こ
の
時
期
の
黄
表
紙
三
作
と
そ
こ
に
記
さ
れ
た
戯
号
「
築
地
陪
交
（
善
好）
」
を
中
心
に
考
察
を
加
え
た
い。
そ
し
て
こ
の、
言
わ
ば
戯
作
か
ら
学
術
へ
の
過
渡
期
の
考
察
を
通
し
て、
従
来
個
々
の
営
為
に
つ
い
て
の
み
云
々
さ
れ
が
ら
で
あ
っ
た
中
良
を、
全
人
格
的
に
把
え
直
す
試
み
へ
の
―
つ
の
足
掛
り
と
し
た
い。
天
明
七
年
中
に、
何
ら
か
の
理
由
ー
南
畝
・
春
町
・
喜
三
二
ら
武
士
階
（
江
1)
級
の
戯
作
者
達
と
同
様、
そ
の
直
接
原
因
が
所
謂
究
政
の
改
革
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
印
は
想
像
に
雖
く
な
い
ー
で
戯
作
の
策
を
絶
っ
た
中
良
は、
七
年
後
（
注
2)
の
寃
政
六
年、
黄
表
紙
r
竹
斎
老
宝
山
吹
色」
を
出
し
て
戯
作
界
に
復
活
す
る
か
の
よ
う
に
見
え
た
が、
翌
七
年
に
r
相
州
小
田
原
相
談」
八
年
に
r
中
（
注
3)
邪
手
本
阻
人
蔵」
と、
三
年
迎
統一
作
ず
つ
の
黄
表
紙
を
世
に
問
う
た
の
み
で
沈
黙
し、
三
た
び
黄
表
紙
の
箪
を
執
る
こ
と
は
な
か
っ
た。
（
注
4)
そ
れ
以
前
に、
一
、
二
の
習
作
的
黄
表
紙
は
あ
っ
た
も
の
の、
天
明
四
年
刊
の
r
万
象
亭
戯
作
濫
態」
ま
た
r
従
夫
以
来
記」
で、
言
わ
ば
阻
物
入
り
（
注
5)
の
黄
表
紙
界
登
場
を
為
し
た
万
象
亭
は、
以
後
「
新
義
経
細
見
蝦
夷」
（
天
明
五
刊）
、
「
好
吐R
鉄
砲
桃
灯
具
羅」
（
固）
、
r
大
笑
止
運
の
鐘
入」
（
天
明
六
刊）
‘
r
匹
”
致
消
塔
之
瞑」
（
同）
、
「
七
福
神
伊
達
船
遊
」
（
同）
、
r
四
天
王
荊
棘
鬼
噺」
（
同）
、
『
祖
t
m
も
?
ん
じ
い
」
（
同）、
r
色
男
其
所
此
処」
（
天
明
七
刊）
、
r
祖
伍
御
年
玉」
（
固）
と、
天
明
に
つ
い
て
ー
ー
_
石
上
敏
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（
注
6)
六
年
を
碩
点
と
し
た
四
年
間
に、
現
在
見
得
る
限
り
十ー
作
の
黄
表
紙
を
版
行
し
た。
そ
し
て、
こ
れ
ら
の
黄
表
紙
に
記
さ
れ
た
戯
号
は、
竹
杖
為
軽
を
除
き、
万
象
亭
・
万
象
・
万
ぞ
う
・
万
そ
う
と、
す
べ
て
「
万
象
亭」
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た。
と
こ
ろ
が
寛
政
期
に
世
か
れ
た
「
竹
斎
老
宝
山
吹
色」
r
相
州
小
田
原
相
談」
「
中
華
手
本
店
人
蔵」
（
以
下
各
々
を
r
竹
斎」
「
相
州」
r
因
人
蔵」
と
略
称
す
る）
に
は、
そ
れ
ぞ
れ
「
築
地
善
交」
(
15
丁
ゥ）
、
「
築
地
善
好」
（
序
・
15
丁
ウ）
、
「
善
交」
（
叙
・
15
丁
ウ）
と、
黄
表
紙
は
勿
論、
他
．
の
ど
の
作
品
に
も
未
だ
か
つ
て
記
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
戯
号
が
使
わ
れ
る
の
で
あ
る。
中
良
が
こ
の
戯
号
を
記
し
た
寛
政
五
年
は、
ま
た
芝
全
交
の
没
し
た
年
で
も
あ
り、
こ
の
甲
が
後
年
「
晩
年、
（
中
略）
芝
全
交
の
門
に
入
っ
て
築
地
善
好
と
梱
し
た。」
(
r
日
本
文
学
大
辞
典」
）
と
い
う
誤
り
を
触
発
し
た
の
で
も
あ
っ
た。
こ
れ
に
つ
い
て
水
谷
不
倒
氏
は
r
草
双
紙
と
読
本
の
研
究」
で、
「
増
補
冑
本
年
表」
の
例
を
指
摘
さ
れ
た
が、
こ
の
誤
解
は
さ
ら
に
古
く、
享
和
二
年
刊
の
式
亭
三
馬
作
r
虹踪
稗
史
億
説
年
代
記」
に
も
（
注
07)
・
「
芝
全
交
が
社
中
万
象
亭、
雙
紙
を
作
る」
(
lo
T
オ）
と
見
え
る
中
良
の
戯
号
に
つ
い
て
は、
既
に
「
森
島
中
良
晩
年
探
索
ー＇
あ
る
い
は
一
文
人
の
言
語
宇
宙
ー
」
(
r
日
本
文
学」
第
32
巻
第
1
号）
で
岡
田
袈
裟
男
氏、
「
万
象
卒
の
戯
作」
（
「
語
文
研
究」
第
52
.
53
号）
で
園
田
豊
氏
が、
そ
れ
ぞ
れ
「
こ
の
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
顔
が
い
ろ
い
ろ
な
叩
名
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ、
そ
れ
ぞ
れ
の
為
事
の
質
に
深
い
か
か
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る。」
「
そ
の
点
中
良
に
な
に
が
し
か
使
い
分
け
の
意
識
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い？」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に、
困
実、
一
応
の
使
い
分
(
11
8)
 
け
が
な
さ
れ
て
い
る。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
そ
れ
以
前
に
「
築
地
善
交」
と
記
し
た
黄
表
紙
が
あ
る
筈
な
の
に
そ
の
よ
う
な
例
は
な
く、
そ
う
で
な
く
と
も
こ
の
戯
号
は
彼
の
他
の
戯
号
と
比
べ
て
余
り
に
も
印
象
が
異
な
る
の
で
あ
る。
さ
て、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
水
谷
氏
の
前
掲
困
が
示
唆
に
世
ん
で
い
る。
天
明
期
に
あ
っ
て
は、
萬
象
亭
又
は
竹
杖
為親
の
名
を
用
ひ
て
ゐ
た
が、
寛
政
に
な
っ
て
か
ら
は、
築
地
善
好
の
名
を
用
ひ
た。
此
善
好
の
名
は、
従
来
芝
全
交
と
登
音
が
同
じ
で
あ
る
所
か
ら、
な
雙紙
に
は
用
ひ
な
か
(
11
9)
 
っ
た
の
で
あ
る。
然
る
に
全
交
は
究
政
五
年
に
歿
し、
支
阻
が
な
く
な
っ
た
の
で
用
ひ
る
こ
と
に
な
っ
た。
こ
ん
な
甲
情
か
ら
菜
象
亭
を
芝
全
交
の
弟
子
と
い
ふ
説
も
あ
る
(
r
頃
補
育
本
年
表」
）
。
併
し
之
は
誤
り
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ。
築
地
菩
好
の
名
は、
早
く
用
ひ
て
ゐ
た。
其
證
は、
天
明
二
年
刊
r
菊
壽
草」
芝
全
交
作
の
r
大
退
賓
船」
の
註
の
内
に
「
是
は
つ
き
地
に
あ
ら
ぬ
芝
の
先
生」
と
あ
る
に
由
っ
て
知
れ
る。
又
賓
際
淡
象
亭
が
全
交
か
ら
學
ぷ
何
物
が
あ
ら
う。
実
際、
戯
作
者
と
し
て
登
場
す
る
以
前
の
安
永
期
に、
表
記
こ
そ
述
え
こ
の
戯
号
は
中
良
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た。
森
銑
三
氏
の
「
恋
川
春
町
作
二
小
経
の
発
見」
（
r
森
銑
三
若
作
集
第一
巻」
所
収）
に
.
it
 
見
え
る、
都
立
図
宙
館
東
京
誌
料
所
蔵
の
滑
稽
本
「
営
世
杜
選
商」
祓
文
の
例
が
そ
れ
で
あ
る。
本
文
は
前
記
の
「
灸
す
へ
」
で
終
つ
て、
「
丁
酉
の
顔
見
せ、
筑
知
前
公
題」
と
し
た
祓
文
が
あ
る。
筑
知
前
公
は
築
地
善
好
で
あ
り、
桂
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川
中
良
そ
の
人
で
あ
る
こ
と
が
直
ぐ
に
知
ら
れ
る。
次
に
「
安
永
七
戊
戌
正
月、
咎
邸
鱗
形
屋
孫
兵
衛
蔵
板」
の
刊
記
が
あ
る。
安
永
七
年
と
い
え
ば、
黄
表
紙
の
祖
と
目
さ
れ
る
「
金
々
先
生
栄
花
拶」
（
安
永
四
刊）
以
来、
r
化
物
大
江
山」
r
其
返
報
怪
鼓」
r
高
慢
斎
行
脚
日
記」
（
以
上
同
五
年
刊）
、
r
三
升
増
鱗
祖」
（
同
六
年
刊）
と、
ま
さ
に
油
の
乗
っ
た
春
町
が、
喜
三
二
と
共
に
不
動
の
名
声
ま
た
黄
表
紙
界
の
屋
·
40
骨
を
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
時
期
で
あ
る。
も
し、
r
吟3
世
杜
選
商」
が、
但
し
こ
の
本
に
は
也
帥
で
持
へ
た
也
物
の
持
つ
商
品
臭
と
い
ふ
ぺ
き
も
の
が
な
い。．
鱗
形
屋
で
版
に
し
た
の
に
も
せ
よ、
賣
は
春
町
が
註
文
し
て
持
へ
さ
せ
て、
初
春
の
配
り
本
に
で
も
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か。
（
森
銑
三
氏
前
掲
昏）
と
い
っ
た
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
に
し
ろ、
春
町
の
作
中
で
「
頻
見
せ」
を
す
る
と
は、
戯
作
者
を
志
す
中
良
に
と
っ
て
大
変
な
お
墜
付
き
で
あ
っ
た
だ
ろ
う。もし
中
良
が、
こ
の
ま
ま
「
筑
知
前
公」
の
戯
号
で
す
ん
な
り
と
戯
作
を
苔
き
始
め
て
い
た
な
ら
ば、
あ
る
い
は
「
芝
全
交」
の
登
場
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い。
と
言
う
よ
り、
お
そ
ら
く
狂
言
師
山
本
藤
十
郎
は
別
の
戯
号
を
用
い
て
黄
表
紙
を
掛
い
た
だ
ろ
う。
さ
ら
に
は
「
万
象
亨」
の
名
も
つ
い
に
見
え
ず、
「
筑
知
前
公」
が
r
従
夫
以
来
記」
や
「
田
舎
芝
居」
を
苔
い
て
い
た
か
も
知
れ
な
い。
し
か
し
実
際
に
は、
lJJ
は
そ
う
迎
び
は
し
な
か
っ
た。
春
町
の
作
中
で
顔
見
せ
を
し
た
筑
知
前
公
で
あ
っ
た
が、
こ
の
年
す
ぐ
に
戯
作
の
策
を
執
り
は
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る。
こ
の
年
即
ら
安
永
七
年、
中
良
は
源
内
作
の
浄
瑠
璃
r
蘇
aC
荒
御
国
新
田
神
芭
（
安
永
八
年
二
月
二
日
初
屈）
に
補
助
と
し
て
加
わ
り、
「
鎌
倉
御
所
の
段」
及
び
「
矢
口
神
前
の
段」
を
甚
き、
こ
れ
と
相
前
後
し
て
同
じ
く
源
内
作
「
翌
験
宮
戸
川」
（
安
永
九
年
三
月
三
日
初
演）
の
「
若
宮
御
所
の
段」
を
告
く。
さ
ら
に
今
度
は
自
ら
が
主
と
な
り
品
知か
なg
山
比
汲
塚」
（
安
永
八
年
七
月
七
日
初
碩）
の
「
中
之
巻
三
場」
「
大
島
村
の
段
初」
を
執
筆
す
る
(
r
蜀
山
人
判
取
帳」
に
よ
る）
。
即
ら、
安
永
七
年
か
ら
八
年
に
か
け
て、
お
そ
ら
く
中
良
は
浄
瑠
璃
本
の
執
知
に
没
頭
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
こ
の
こ
と
は
ま
た、
中
良
に
と
っ
て
源
内
と
の
一
体
感
を
強
め
る
と
い
う、
極
め
て
阻
大
な
意
味
を
持
っ
て
も
（
注
D)
、
.
)
0
9
t
 
そ
し
て
安
永
八
年
十一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て、
敬
愛
す
る
瀕
内
は
刃
侶
沙
汰
の
果
て、
牢
死
す
る。
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
中
良
は、
翌
九
年
の
源
内
追
文
集
と
言
う
ぺ
き
r
風
来
六
部
集」
に
「
下
界
囮
士
天
竺
老
人」
の
名
で
序
を
寄
せ、
同
じ
戯
号
で
追
文
「
金
の
生
木」
（
安
永
八
年
二
月
成）
に
序
を
由
く
等、
思
わ
ぬ
一
人
立
ち
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
共
に、
戯
号
「
筑
（
注
u)
知
前
公」
か
ら
は
ま
す
ま
す
迫
ざ
か
っ
て
行
っ
た。
こ
の
よ
う
に、
中
良
が
「
筑
知
前
公」
あ
る
い
は
こ
の
戯
牙
を
以
て
登
場
す
ぺ
く
目
論
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
戯
作
界
か
ら
離
れ
て
い
た
間
に、
も
う一
人
の
ゼ
ン
コ
ウ
即
ら
芝
全
交
が、
安
永
九
年
刊
の
黄
表
紙
二
作
r
時
花
分
孤
茶
曾
我」
r
氾
袋
豊
物
語」
を
も
っ
て
登
場
す
る。
翌
十
年
（
天
明
元
年）
刊
の
全
交
作
黄
表
紙
は、
七
作
中
六
作
が
r
匹
叩
5
菊
寿
草」
さ
ら
に
天
明
二
-157-
年
の
二
作
が
「
m
虹
岡
目
八
目」
に
採
ら
れ
る
な
ど、
全
交
は
没
年
寃
政
五
．
年
ま
で
の
十
四
年
閻、
常
に
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
続
け、
戯
作
界
に
は
「
筑
知
前
公」
の
つ
け
入
る
隙
は
な
か
っ
た。
一
方
中
良
に
し
た
と
こ
ろ
で、
天
明
元
年
の
r
真
女
意
題」
以
降
翌
年
ま
で
は
「
天
竺
老
人」
の
戯
号
で
数
絹
の
洒
落
本
を
困
き、
天
明
三
年
か
ら
は
「
竹
杖
為
軽」
翌
四
年
か
ら
「
万
象
亭」
と、
次
々
と
新
し
い
分
野
に
進
出
し
て、
戯
作
者
と
し
て
の
名
も
上
が
り、
「
筑
知
前
公」
に
拘
泥
す
る
必
要
も
な
か
っ
た。
こ
の
よ
う
に、
少
な
く
と
も
安
永
九
年
以
後
は、
表
向
き
に
は
使
わ
れ
な
か
っ
た
筈
の
「
筑
知
前
公」
で
あ
っ
た
が、
「
芝」
と
「
築
地」
の
詑
乱
が
あ
っ
た
こ
と
は、
先
に
引
用
し
た
「
菊
寿
在」
の
例
が
こ
れ
を
示
し
て
い
る。
「
菊
寿
草」
の
絹
者
で
あ
る
大
田
南
畝
と
中
良
と
は、
源
内
を
迎
じ
て
の
古
く
か
ら
の
知
己
同
士
で
あ
り、
そ
の
交
流
が
中
良
の
晩
年
ま
で
続
い
た
こ
と
（
注
12)
は
南
畝
の
「一
話一
言」
に
よ
っ
て
知
れ
る
か
ら、
こ
の
例
は
信
用
し
て
良
い。
さ
ら
に
r
菊
寿
草」
か
ら
四
年
後、
「
杜
選
廂」
か
ら
数
え
れ
ば
七
年
後
の
黄
表
紙
「
茶
歌
刃
妓
茶
目
傘」
（
天
明
七
刊）
で、
全
交
自
身
次
の
よ
う
な
進
上
を
述
ぺ
て
い
る
(
10
丁
ゥ、
和
田
泣
吉
氏
校
訂、
「
新
型
名
著
文
印、
赤
本
・
胃
本
・
照
本」
前
編、
昭
3
.
l
.
20、
宮
山
房
刊
に
よ
る）。
し
ば
い
に
あ
ら
ぬ
芝
ぜ
ん
こ
う
う
そ
を
つ
き
ぢ
に
ま
ら
が
へ
ど
も
つ
き
ぢ
ハ
ま
ん
ざ
う
…
…
つ
ま
り
「
芝
全
交
を
築
地
（
善
交
•
前
公）
に
fUI
述
え
る
が、
築
地
G西
交
••
前
公）
は
万
象
で
あ
っ
て
芝
（
全
交）
で
は
な
い。」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
スノ
天
明
六、
七
年
と
い
え
ば、
万
象
亭
の
戯
作
者
と
し
て
の
地
位
も
固
ま
り、
こ
れ
以
後
に
は
本
樅
の
主
眼
で
あ
る
党
政
期
の
三
作
し
か
見
え
な
い
の
に
も
拘
ら
ず
「
稗
史
低
説
年
代
記」
で
「
名
人
戯
作
者
六
家
撰．一
の
一
人
に
致
え
（
庄
B
)
ら
れ
る
な
ど、
同
時
代
の
評
価
は
高
か
っ
た。
従
っ
て、
そ
の
万
象
亭
へ
の
一
応
の
挨
拶
の
形
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
が、
全
交
の
口
か
ら
出
た
例
だ
け
に、
こ
の
時
期
に
な
っ
て
も
芝
と
築
地
の
ゼ
ン
コ
ウ
を
と
り
違
え
る
者
が
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う。
つ
ま
り、
安
永
七、
天
明
三、
七
年
の
例
に、
鉗
政
六
年
の
「
築
地
善
交」
を
重
ね
合
わ
せ
る
時、
決
し
て
そ
れ
が
店
突
に
現
れ
た
の
で
は
な
い
串
が
明
ら
か
に
な
る。
中
良
自
封、
公
に
こ
の
戯
号
を
記
す
こ
と
は
な
く
と
も
安
永
・
天
明
・
立
政
を
通
じ
て
「
築
地
の
ゼ
ン
コ
ウ
」
で
あ
っ
た
の
だ
し、
あ
る
い
は
「
芝
の
全
交」
に
対
し
て
「
築
地
の
善
交」
と
並
び
称
さ
れ
て
い
た
甲
実
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ぬ。
前
掲
『
色
男
其
所
此
処
』
の
一
丁
表
に
は
「
芝
の
兄
ぶ
ん
の
い
た
さ
れ
ま
し
た
る
も
ん
も
う
づ
ゐ
の
」
と
口
上
が
見
え
る。
ま
た、
ゼ
ン
コ
ウ
が．「
前
公」
で
も
「
沼
交」
「
普
好」
で
も
構
わ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は、
こ
の
戯
号
が
表
記
で
は
な
く
音
声
に
拠
っ
た
こ
と
を
汲
わ
し
て
い
る。
と
す
れ
ば、
中
良
が
「
築
地
の
ゼ
ン
公」
と
呼
び
習
わ
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か。
笠
者
の
管
見
は
未
だ
中
良
の
幼
名
が
記
さ
れ
た
例
を
見
ぬ
が、
今
日
箸
名
な
他
の
ど
の
戯
号
に
も
先
立
っ
て
中
良
が
用
い
た
こ
の
戯
号
か
ら、
彼
の
幼
名
が
「
ゼ
ン
」
の
音
を
そ
の
頭
に
持
っ
て
い
た
と
想
像
す
る
の
は、
穿
ら
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か。
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さ
て、
そ
れ
で
は
何
故
十
数
年
も
の
間
使
う
こ
と
の
な
か
っ
た
戯
号
を、
中
良
は
再
び
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
か。
天
明
七
年
に
洒
落
本
「
田
舎
芝
居」
、
黄
汲
紙
r
面
向
不
背
御年
玉」
r色
．
男其
所
此
処
」、
名
所
絵
本
r
絵
本
あ
つ
ま
裟」
を、
そ
れ
ぞ
れ
「
風
来
山
人
門
生
無
名
子
／
万
象
卒」
「
万
象」
「
万
象
平／
月
地
図
士」
の
名
で
刊
し
て、
万
象
亨
の
戯
作
は
途絶
え
る。
こ
の
年
中
且
は、
彼
に
と
っ
て
初
の
啓
改
学
術
也
で
あ
ろ
r紅
毛
雑
話」
を
苔
し、
立
政
元
年
に
●
万
国
新
話」
、
同
二
年
に
r
疏
球
談」
と、
同
様
の
も
作
を
矢
継
早
に
執
印
す
ろ。
ま
た、
究
政
四
年
に
紐
本
の
用
ー
作
r
猛
凩
草
紙」
を
森
紐
子
の
仔
で
出
す。
以
後
r
月
下
消
談」
（
究
政
十
fu)
、
r
告
玉
之
技」
（
享
和
二
刊）
‘
r
泉
設
衡
物
語」
（
文
化
六
刊）
と、
そ
の
数
は
少
な
い
な
が
ら
も
晩
年
に
至
る
ま
で
中
良
に
よ
っ
て
紐
本
は
苔
か
れ、
そ
の
内
容
も
彼
の
広
範
な
知
識
を
反
映
し
た
質
の
高
い
も
の
で
あ
ろ。窪
政
の
中
頃
と
い
え
ば、
七
年
刊
の
南
柚
笑
楚
滋
人
作
r
敵
討
義
女
英J
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に、
黄
表
紙
の
変
質
が
目
立
っ
て
進
ん
だ
時
期
で
あ
る
が、
中
良
の
内
部
で
も
こ
れ
と
軌
を
一
に
し
た
変
化
が
進
行
し
て
い
た
ら
し
い。
寃
西g期
の
彼
の
貸
表
紙
は、
天
明
期
の
そ
れ
と
は
明
ら
か
に
泌
っ
た
趣
を
示
し
て
お
り、
そ
れ
は
特
に
r
相
州」
IC
若
し
い。
そ
の
戯
作
や
狂
歌
を
閾
す
ろ
に、
元
々
根
は
真
面
目
な
中
良
で
あ
り、
天
明
期
の
戯
作
に
は
お
祭
り
騒
ぎ
の
印
象
が
強
い。
ま
た
長
艇
の
物
語
を
苔
き
上
げ
る
だ
け
の
叩
カ
・
索
迩
を
兼
ね
佃
え
て
も
い
た。
も
と
よ
り
奇
談
・
珍
話
の
知
盟
も
渓
学
の
素
投
も
豊
宮
で
あ
っ
た
彼
が、
黄
表
紙
に
飽
き
足
り
な
く
な
っ
て
い
に
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
ろ。
既
に
戯
作
者
巡
中
と
も
疎
遠
に
な
り、
門
人
達
は
そ
れ
ぞ
れ
一
本
立
ら
し、
ま
た
戯
作
界
に
も
冷
い
風
が
吹
き
渡
っ
て
い
た
時
期
で
あ
ろ。
中
良
に
し
て
も、
再
び
往
年
の
「
万
象字」
と
し
て、
一
旗
上
げ
ろ
気
概
は
更
々
な
か
っ
た
だ
ろ
う。．
只
で
さ
え
自
ら
の
境
過
に
不
瀾
を
泡
い
て
い
た
節
の
あ
る
こ
の
時
期
の
中
良
に
よ
っ
て
む
か
れ
た一ーー
作
の
黄
表
紙
に
は、
ど
こ
か
租
め
た
空
気
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ．
に
も
拘
ら
ず、
中
艮
が
再
び
黄
表
紙
の
箪
を
執
っ
た
事
実
に
つ
い
て
は、
い
く
つ
か
の
迎
由
が
考
え
ら
れ
ろ。
そ
の
中
で
も、
最
大
の
要
因
と
な
っ
た
の
は、
世
眸
の
弛
要
に
近
い
要
諮
（
注
14)
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か。
全
交
と
殆
ど
専
属
の
OO
係
に
あ
っ
た
仙
珀
謡
珀
径
也
右
衛
門
に
し
て
み
れ
ば、
稼
ぎ
頭
で
あ
る
全
交
を
失
っ
た
こ
と
は
大
き
・
な
打
撃
で
あ
っ
た
に
迎
い
な
い。
春
町
・
喜
三
二
を
経
ぐ
第
二
世
代
の
一
方
の
雄
京
伝
作
品
の
版
行
は、
ほ
ぼ
耕
由
堂
店
筏
阻
三
郎
と
半
々
の
割
合
だ
っ
た
が、
応
匝
は
究
政
三
年
の
「
g
上
半
減
の
脱
所」
に
も
拘
ら
ず
盛
り
返
し
の
気
迎
を
見
せ
て
い
る。
珀
喜
と
し
て
は、
何
と
か
し
て
全
交
の
穴
を
埋
め
ろ
必
淡
が
あ
る。
そ
こ
で
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
が
か
つ
て
の
万
象
亭、
森
島
中
良
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
か。
r
竹
斎」
r
相
州」
r
阻
人
政」
の
三
作
は、
す
ぺ
て
紐
喜
の
版
で
あ
る。
さ
ら
Ic
r
相
州」
の
序
・
15
丁
ウ
に
は
「
築
地
湛
好」
の
下
に
記
を
図
案
化
し
た
「⑱〉」
「
公〉」
と
の
む
き
判
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が
見
え、
こ
れ
が
鶴
喜
の
商
探
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る。
「
相
州」
以
外
に
こ
の
掛
き
判
を
記
し
た
例
が
見
え
ず、
ま
た
双
方
が
か
な
り
屎
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も、
こ
れ
は
一
回
限
り
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。
こ
れ
を
記
し
た
中
a
の
心
惜
と
し
て、
自
ら
の
意
志
で
は
な
く
氾
喜
の
要
請
に
よ
っ
て
の
執
箪
で
あ
っ
て、
自
分
は
た
だ
屈
わ
れ
て
い
ろ
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
開
き
直
り
の
気
分
が
続
み
取
れ
は
し
な
い
か。
さ
ら
に
は、
全
交
の
穴
を
埋
め
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て、
こ
れ
も
苔
帥
の
意
向
が
強
く
働
い
て
「
築
地
菩
交」
の
戯
号
が
選
ば
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か。
中
良
自
g
に
と
っ
て、
こ
の
戯
号
に
拘
泥
る
必
然
性
は
何
も
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
し、
そ
れ
よ
り
中
良
が
自
ら
進
ん
で
こ
の
戯
号
を
用
い、
全
交
が
没
し
た
翌
年
に
黄
表
紙
を
出
す
こ
と
自
体、
考
え
に
く
い
こ
と
で
あ
る。
も
し
再
び
黄
表
紙
界
に
打
っ
て
出
ろ
つ
も
り
で
あ
っ
た
な
ら
ば、
た
と
え
公
務
が
あ
っ
た
に
し
ろ、
年一
作
ず
つ
と
い
う
の
は
い
か
に
も
少
な
す
ぎ
る
し、
こ
の
戯
号
が
「
築
地
善
交」
「
築
地
善
好」
「
善
交」
と
統
一
を
欠
く
こ
と
も、
中
良
の
淡
白
な
性
格
を
考
え
に
入
れ
た
と
し
て
も、
戯
号
さ
ら
に
は
こ
れ
ら
の
作
品
に
対
す
ろ
思
い
入
れ
の
弱
さ
を
示
し
た
も
の
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う。
紐
＃
と
し
て
は、
質
的
に
は
勿
綸
恨
的
に
も、
中
良
の
黄
表
紙
に
関
待
し
た
の
で
あ
ろ
う
が、
結
局
中
良
の
意
欲
が
そ
れ
に
追
い
つ
か
な
か
（
庄
5)
っ
た
も
の
と
見
え
る。
こ
の
よ
う
な
目
で
見
る
と、
こ
れ
ら
三
作
に
は、
中
良
を
見
込
ん
で
臼
帥
が
用
意
し
た
と
思
わ
れ
る
趣
向
が
や
た
ら
と
目
に
つ
く。
例
え
ば
「
竹
斎」
に
お
い
て
は、
先
ず
竹
斎
物
と
い
う
そ
の
趣
向
仕
立
て
で
あ
り、
エ
レ
キ
テ
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ル
を
茶
化
し
た
ヘ
レ
キ
テ
ル
で
あ
り、
腹
を
覗
く
望
遠
鋲
で
あ
り、
こ
の
年
の
絵
題
筏
を
囲
ん
だ
「
ド
ド
ニ
ウ
ス
」
「
イ
ロ
ハ
ニ
ホ
ヘ
」
と
い
っ
た
ロ
ー
0
字
で
さ
え、
中
良
懃辿
用
で
は
な
か
っ
た
か。
ま
た
r
唐
人
蔵」
の
物
産
会
・
望
遠
競
・
拡
芦
器
・
蝙
馬
・
面
萄
酒
・
人
体
解
剖
図
・
ラ
ッ
パ
・
万
国
（
注
ら
）
地
図
・
エ
レ
キ
テ
ル
・
洋
面
等
も
こ
の
類
で
あ
ろ。
中
良
も
手
恨
れ
た
も
の
で、
こ
れ
ら
を
彼
な
り
に
料
理
は
し
て
い
ろ
が、
彼
自
身
が
描
き
た
か
っ
た
内
容
と
は
言
い
難
い。
と
も
あ
れ、
中
良
の
愛
用
し
た
「
未f」
の
困
き
判
は、
こ
れ
ら
三
作
の
ど
こ
に
も
見
え
ず、
r
竹
斎」
で
口
上
を
述
ぺ
る
竹
斎
の
若
物
に
も
r
相
州」
で
同
じ
く
口
上
を
述
ぺ
ろ
中
良
ら
し
き
人
物
の
枠
・
扇
に
も、
天
明
期
の
彼
な
ら
ば
間
違
い
な
く
記
し
た
で
あ
ろ
う
卍
の
紋
は
描
か
れ
な
い。これ
に
加
え、
確
か
に
定
但
は
究
政
五
年
に
失
脚
し、
翌
年
白
河
に
入
封
さ
れ
た
が、
彼
の
臣
下
の
立
場
で
貨
表
紙
を
柑
く
こ
と
は
仰
ら
れ
も
し
た
だ
ろ
う。
そ
の
よ
う
な
意
味
で、
こ
の
耳
慣
れ
な
い
戯
号
は
総
晦
の
手
段
で
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い。
た
だ
し、
火
の
手
と
噂
は
矢
よ
り
も
速
い
江
戸
の
町
の
こ
と、
中
良
自
身
も
完
全
に
姿
を
眩
ま
せ
ら
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
し、
「
築
地
蕃
交」
が
そ
の
何
よ
り
の
証
拠
で
あ
ろ。
さ
ら
に
穿
っ
た
見
方
を
す
れ
ば、
黄
表
紙
を
公
刊
し
な
が
ら
中
良
は、
藩
側
の
出
方
を
窯
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
r
竹
斎」
で
は、
表
玄
関
と
営
う
ぺ
き
●
口
上」
は
「
薮
内
竹
斎」
に
よ
っ
て
な
さ
れ、
「
築
地
善
交」
は
最
終
丁
に
記
さ
れ
る。
こ
れ
に
対
し
て
r
相
州」
r
店
人
蔵」
で
は、
とも
に
「
序」
・
「
叙」
か
ら
「
築
地
善
好」
「
善
交」
が
記
さ
れ
る
の
で
あ
る。
中
良
の
白
河
癌
召
抱
に
つ
い
て、
今
田
洋
三
氏
は
「
江
戸
の
出
版
資
本」
(
r
江
戸
町
人
の
研
究
第
三
巻
J
昭
49
:l
.
10、
吉
川
弘
文
館）
で、
こ
の
年
（
引
用
者
註
ー
窃
政
四
年）
、
か
つ
て
須
原
屋
市
兵
衛
方
か
ら
さ
か
ん
に
そ
の
著
世
を
発
行
し
た
森
烏
中
良
は
石
井
庄
助
と
と
も
に
松
平
定
信
の
家
臣
に
登
用
さ
れ、
蘭
学
研
究
方
を
申
し
付
け
ら
れ
た。
定
信
の
容
赦
な
い
思
想
統
制
の
展
開
で
あ
っ
た。
と
さ
れ
る
が、
確
か
に
こ
の
よ
う
な
意
味
合
い
が
強
か
っ
た
で
あ
ろ
う。
究
政
元
年
刊
の
r
万
国
新
話」
、
翌
二
年
刊
の
r
琉
球
談」
巻
末
で
予
告
さ
れ
た
r
朝
鮮
絞」
r
紅
毛
智
恵
洋」
r
西
洋
奇
部」
r
万
象
雑
姐」
r
殷
エ
カ
ぐ
る
ま」
等
の
出
版
企
画
は
頓
挫
し
た
し、
結
果
的
に
究
政
四
年
か
ら
九
年
ま
で
の
出
仕
期
聞
に、
中
良
の
学
術
害
は
一
冊
も
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た。
寃
政
九
年
に
中
良
が
白
河
藩
を
辞
し
た
こ
と、
そ
れ
以
後
の
r
類
架
紅
毛
語
訳」
（
究
政
＋
成）
‘
r
桂
林
漫
録」
（
寛
政
十
二
刊）
を
は
じ
め
と
す
る、
中
良
の
研
究
へ
の
打
ち
込
み
ぶ
り
等
を
見
る
に、
こ
の
五
年
間
は
中
良
の
意
に
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
事
が
察
せ
ら
れ
る。
蘭
学
者
達
と
の
か
な
り
自
由
な
交
流
が
あ
り、
黄
表
紙
や
読
本
執
班
が
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
も、
彼
の
気
持
ち
は
築
地、
即
ち
桂
川
家
に
向
い
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
こ
う
考
え
れ
ば、
「
築
地
善
交」
は
自
由
な
学
究
生
活
へ
の
渇
仰、
衷
返
せ
ば
現
状
へ
の
不
満
が
聞
め
ら
れ
る
と
も
見
て
取
れ
よ
う。
薮
医
者
の
「
竹
斎」
に
も、
自
嘲
の
意
味
が
あ
る
い
は
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か。
と
も
あ
れ、
究
政
四
1
九
の
五
年
間、
閾
学
者
と
し
て
沈
黙
し
て
い
た
中
良
は、
再
び
桂
林
舎
で
の
学
究
生
活
に
入
る
と、
次
々
と
著
宙
を
刊
行
し
は
四
じ
め
る。
中
良
か
ら
辞
退
を
申
し
出
た
か、
ま
た
は
乗
り
気
で
な
い
中
良
を
紐
喜
が
見
限
っ
た
か、
突
政
六、
七、
八
年
と、
三
作
の
黄
表
紙
を
刊
し
た
中
良
は、
二
度
と
黄
表
紙、
ま
た
酒
落
本
・
見
立
絵
本
等
の
戯
作
を
困
く
こ
と
は
な
か
っ
た。
こ
の
五
年
間
に
中
良
の
中
で、
何
が
ど
う
変
化
し
た
か、
元
よ
り
詳
か
で
は
な
い。
た
だ、
栢
神
的
自
由
へ
の
希
求
が
い
や
が
上
に
も
昂
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
の
時
期
に、
中
良
は
自
ら
が
本
当
に
望
む
も
の
を
選
び
と
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。
自
分
の
心
が
戯
作
の
方
を
向
い
て
い
る
か
学
術
に
向
い
て
い
る
か、
あ
る
い
は
ま
た
別
の
方
向
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
か。そし
て
選
ん
だ
の
が
読
本
を
も
そ
の
箱
団
に
含
む
広
い
意
味
で
の
学
術、
具
体
的
に
は
蘭
語
・
露
語
中
心
の
洋
学
と、
白
話
文
学
中
心
の
漢
学
で
あ
っ
t
 し
か
し、
中
良
が
か
つ
て
使
い
恨
れ
た
戯
号
を、
寛
政
期
の
黄
表
紙
に
記
さ
な
か
っ
た
最
大
の
理
由
は、
記
さ
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
記
せ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
に
あ
る。
こ
こ
で
詳
説
す
る
余
裕
は
な
い
が、
既
に
天
明
の
時
（
注
17)
点
で、
中
良
は
重
立
っ
た
戯
号
を
門
人
に
譲
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る。
「
天
竺
老
人」
は
千
珀
万
組
（
花
江
戸
住）
に、
「
森
羅
亭」
は
一
粒
万
倍、
の
ち
に
七
珍
万
宝
に、
「
竹
杖
為
軽」
は
お
そ
ら
く
柄
江
万
治
に、
と
い
っ
-161-
l 
た
具
合
に。
ま
た
「
風
来
山
人
門
人
（
生）
無
名
子」
は、
源
内
譲
り
の
ヂ
＞
ワ名
・「
憤
激
と
自
棄」
を
文
章
に
し
て
叩
き
つ
け
る
た
め
に
r
田
舎
芝
居」
（
天
明
七
刊）
で
用
い
て
お
り、
言
わ
ば
彼
に
と
っ
て
の
「
伝
家
の
宝
n」
で
あ
ろ
と
言
っ
て
よ
い。
そ
し
て
「
万
象
亭」
に
つ
い
て
は‘
r
紅
毛
雑
話」
巻
之
四
「
男
子
身
体
図」
に
「
万
象
亭
主
人」
、
ま
た
窃
政
六
年
OO
+]
月
＋
一
日
に
玄
沢
宅
で
開
か
れ
た、
第一
回
新
元
会
の
樅
様
を
描
い
た
r
芝
淵
堂
新
元
会
図」
に
「
万
象」
名
で
校
を
入
れ
る
な
ど、
既
に
戯
号
と
い
う
よ
り、
閾
学
者
中
良
を
表
わ
す
雅
号
と
言
っ
て
よ
い
使
わ
れ
方
を
し
て
い
た。
つ
ま
り
実
際
の
と
こ
ろ、
戯
作
者
中
良
を
表
象
す
る
戯
号
と
い
え
ば、
い
ま
や
「
笑
地
の
ゼ
ン
公」
が
残
っ
て
い
る
位
だ
っ
た
の
で
あ
る。
芝
全
交
の
死
と
街
帥
鉛
屋
の
思
惑、
中
良
の
境
遇
と
思
惑、
そ
れ
ら
の
均
衡
の
上
に
浮
び
出
た
の
が
「
築
地
善
交」
で
あ
り、
全
交
と
の
師
弟
関
係
を
表
わ
す
も
の
な
ど
で
は
な
か
っ
た。
そ
れ
は
r
相
州」
序
文
の
「
故
人
全
交
か
世
を
去
て」
「
彼
人
の
趣
向
に
使
り」
、
12
丁
オ
「
な
る
ほ
ど
お
れ
が
か
く
も
ぜ
ん
こ
う
あ
た
り
の
も
の
だ」
と
い
う
口
濶
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う。
ま
た
こ
こ
で
「
善
交」
で
は
な
く
「
善
好.
J
と
し
た
の
は、
思
う
に
「
善
交」
に、
全
交
の
門
人
あ
る
い
は
拙
者
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
つ
い
た
か
ら
で
は
な
い
か。
前
年
「
善
交」
を
用
い
て
い
る
の
に、
二
年
目
で
全
交
の
名
を
持
ち
出
し、
一
習
断
わ
っ
て
い
ろ
事
も、
こ
う
考
え
れ
ば
頷
け
る。
「
西
好」
な
ら
往
JB)
ば
全
交
門
の
「
晋
交」
「
光
交」
「
甘
交」
ら
と
紛
れ
る
事
は
な
い。
た
だ
し
翌
年
の、
中
良
に
と
っ
て
最
後
の
黄
表
紙
と
な
ろ
r
店
人
蔵」
に
は、
「
築
地」
も
掛
き
判
も
な
く、
た
だ
「
普
交」
と
の
み
彼
は
記
す。
い
（
注）
ま
や
ゼ
ン
公
は
自
分一
人
で
あ
り、
そ
の
戯
号
は
全
交
以
前
か
ら
用
い
て
い
た
と
い
う
自
負
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
し、
正
直
な
所
既
に
黄
表
紙
の
戯
号
と
と
き
と
い
っ
た
気
分
に
近
か
っ
た
の
だ
ろ
う。
そ
こ
に
は、
か
つ
て
今
に
も
動
き
出
し
そ
う
な
「
ポi
」
印
を、
喜
々
と
し
て
苔
き
記
し
て
い
た
戯
作
者
万
象
亭
の
姿
は、
既
に
な
か
っ
た。
以
上、
窃
政
期
に
中
良
に
よ
っ
て
出
か
れ
た
黄
表
紙
と、
戯
号
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が、
推
測
・
臆
断
が
多
く、
非
常
に
乱
暴
な
論
に
な
っ
た
感
は
否
め
な
い。
逍
湖
も
多
い
こ
と
と
思
う
が、
大
方
の
教
示
を
仰
ぎ
た
く、
ま
た
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
戟
き
た
い。
〈
付
記
〉
山
東京
伝
に
澁
表
紙
r
通
気
智
之
銭
光
記」
（
享
和一
刊）
が
あ
る。
こ
れ
は
r
岩
崎
文
旧
貨
重
本
殴
刊
（
近
世
届）
第
六
巻」
（
昭
49
.
7
.
l、
床
洋
文
庫
・
日
本
古
典
文
学
会
糾）
解
説
で
鈴
木
田
三
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に、
函
名
を
築
地
善
交
に
か
け
た
も
の
だ
が、
内
容
に
つ
い
て
は、
京
伝
苓わつS
が
t
凡
例」
で
「
此
さ
う
し
を
銭
光
記
と
な
づ
く
る
ハ
あ
ミ
だ
の
ひ
か
り
ぢ
と
く
の
さ
た、し
な
せ
に
が
す
ろ
な
れ
パ
ぜ
に
の
光
ほ
ど
あ
り
が
た
き
ハ
な
し
と
い
ふ
こ
ヽ
ろ
な
り」
と
す
る
よ
う
に、
中
良
と
は
伺
の
OO
わ
り
も
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
一
―
h。
し
て
お
く。
「
黄
表
紙
に
お
け
る
天
明
五
年
前
後」
(
r
国
文
学
論
集」
第
20
巻、
山
梨
大
学）
に
お
い
て、
和
田
関
通
氏
は、
中
野
三
敗
氏
の
口
頭
発
表
-162-
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5
を
受
け 、
外
的
圧
力
に
対
す
る
戯
作
者
内
部
の
問
因
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た 。
中
良
の
湯
合
に
つ
い
て
は 、
創
作
恋
欲
の
戚
退
は
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
お
き
た
い 。
2
後
述
す
ろ
よ
う
に 、
中
良
に
は
こ
れ
以
前
に
読
本
の
作
（
究
政
四
年
刊
r
翡
凩
互
紙」
）
が
あ
る
が 、
中
良
も
ま
た
5士
本
を 、
草
双
紙
・
洒
落
本
等
と
は
一
綿
を
画
し
て 、
言
わ
ば
第
一
文
芸
と
し
て
把
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で 、
本
稿
で
は
抽
本
を
「
戯
作」
に
含
め
な
い 。
3
山
崎
麓
氏
絹
「
日
本
小
説
苔
目
年
表」
で
は 、
究
政
六
年
刊
r
5
暉
親
々
道
成
寺」
を
天
明
六
年
刊
r
大
笑
止
忽
の
鐘
入」
の
改
題
再
摺
本
で
あ
る
と
す
る
が 、
こ
れ
に
つ
い
て
は
問
題
が
残
る 。
こ
こ
で
は
、
r
親
々
｝生
成
寺』
が
究
政
年
圃
に
世
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
だ
け
を
ひ
と
ま
ず
記
し
て
お
く 。
4
ま
た
こ
れ
も
刊
年
に
問
題
の
残
る
r
さ
う
は
虎
巻」
が 、
こ
れ
に
含
ま
れ
る
か 。
水
谷
不
倒
氏
r
草
双
紙
と
読
本
の
研
究」
、
森
銑
三
氏
r
黄
表
紙
解
題」
、
園
田
股
氏
「
万
象
亭
の
戯
作」
を
参
照 。
こ
れ
ら
の
刊
年
に
つ
い
て
は 、
問
頌
の
あ
る
作
が
多
く 、
訂
正
を
有
す
る
も
の
が
か
な
り
あ
ろ
と
思
わ
れ
る
が 、
こ
こ
で
は
中
良
の
作
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
r
阿
房
者
衷
待」
（
天
明
六
刊）
を
除
い
た
他
は 、
従
来
の
説
に
従
っ
た 。
「
森
島
中
良
著
作
年
表
の
整
迎」
と
し
て ｀
別
に
発
表
の
機
会
を
持
ら
た
い 。
全
交
に
は 、
そ
の
号
を
迅
言
で
譲
ら
れ
る
ほ
ど
接
近
し
て
い
た
三
馬
で
あ
り 、
ま
た
き
わ
め
て
近
い
時
代
の
記
述
で
あ
る
の
だ
が 、
信
じ
難
い 。
あ
る
い
は
私
収
し
て
い
た
か
ら
こ
そ 、
こ
の
記
述
が
な
さ
れ
た
か 。
ま
た 、
そ
の
近
言
に
よ
り
三
馬
が
全
交
を
製
名
し
て
い
れ
ば 、
あ
る
い
は
「
築
地
善
交」
の
登
場
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い 。
8
使
い
分
け
と
言
う
よ
り 、
広
範
な
ジ
ャ
ン
ル
ヘ
の
進
出
と
次
々
と
戯
号
を
改
め
る
性
向
が 、
相
冊
っ
て
使
い
分
け
に
兄
せ
て
い
る
と
し
た
方
が
正
し
い
で
あ
ろ
う 。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
他
の
機
会
に
詳
し
く
諭
じ
た
い 。
9
水
谷
氏
は
「
草
双
紙
に
は
用
い
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
る
が 、
他
に
こ
の
戯
号
を
用
い
た
例
を
見
な
い 。
「
草
双
紙
に
は
」
と
限
定
す
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る 。
10
本
脇
で
は
詳
説
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
が 、
源
内
と
中
良
の
閲
係
は
従
来
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
単
な
る
師
弟
の
関
係
に
は
な
か
っ
た
と
叩
者
は
見
る 。
11
安
永
八
年
か
ら
天
明
七
年
ま
で
の
九
年
閥
で 、
中
良
の
作
が
見
え
な
い
の
は
安
永
九
年
だ
け
で
あ
る 。
こ
こ
か
ら
も
中
良
の
心
情
は
知
れ
よ
"
？ o
 
12
原
巻
二
十
五
（
文
化
四
年
丁
卯
六
月
十
四
日
よ
り
十
一
月
廿
一
日
に
至
る）
に 、
「
桂
林
斎
蔵
由
／
桂
林
斎
嗜
虹
所
蔵
に
写
本
あ
り
／
新
刻
祈
舒
全
集
天
／
ば
應二
十
八
年
桂
月
鋭
／
銭
塘
同
学
弟
圧
紐
撰
の
序
あ
り
／
満
墜
事
類
巣
要
品
地
／
右
は
涼
殴
堂
よ
り
か
り
得
て
／
写
し
-163-
皿
れ
し
よ
し
也」
と
あ
ろ。
13
同
苔
の
「
名
作
習
本
略
記」
所
謂
「
名
作
二
十
三
部」
は、
従
来
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
笞
名
の
み
を
論
じ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が、
ー
森
銑
三
氏
は
「
黄
表
紙
雑
考」
中
の
「
黄
表
紙
と
い
ふ
も
の」
（
「
森
銑
三
著
作
渠
第
十
巻」
所
収）
で、
「
芦
表
紙
を
味
は
ふ
と
い
ふ
人
は、
さ
う
し
た
既
成
概
念
に
捉
は
れ
ず
に、
自
分
の
眼
で
呉
の
名
作
の
判
定
を
試
む
ぺ
き
で
あ
る。」
と
喝
破
し
て
お
ら
れ
る。
！
こ
こ
に
「
別
面
、
万
象、
通
笑
の
部
は
大
全
に
ゆ
づ
る」
と
あ
る
こ
と
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い。
こ
の
書
き
ぶ
り
か
ら
見
て、
三
馬
は
万
象、
通
笑、
そ
し
て
お
そ
ら
く
三
和
に
つ
い
て
も、
春
町
・
喜
三
二
·
全
交
と
同
様
数
編
を
掲
げ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る。
つ
ま
り
こ
の
「
略
記」
は
言
わ
ば
「
前
編」
で
は
な
か
っ
た
か。
そ
の
よ
う
な
意
味
で、
こ
の
時
点
で
の
万
象
・
通
笑
・
三
和
に
つ
い
て
の
評
価
は、
さ
ら
に
検
討
す
る
必
座
が
あ
る
だ
ろ
う。
14
八
木
三
呑
氏
「
黄
表
紙
の
画
文
閑
係」
(
r
青
山
語
文」
第
十
二
号、
昭
52
.
3
)
所
収
の
表
A
参
照。
15
r
相
州」
の
序
に「
彼
人
の
趣
向
に
便
り、
外
郎
賣
の
せ
り
ふ
付、
廻
ら
ぬ
筆
の
似
せ
看
板
ハ
、
彼
小
田
原
の
灰
俵
の
さ
ん
俵
の
類
な
る
ペ
し」
、
r
店
人
蔵」
の
「
叙」
に
「
い
や
{―二
冊
き
こ
し
め
せ
ど、
汐
子
押
取
も
る
印
し
つ
か
り」
と
記
す
な
ど、
気
乗
り
の
苅
さ
を
感
じ
さ
せ
る
部
分
が
見
え
る。
16
「
海
外
知
識
で
趣
向
を
立
て
た
黄
表
紙」
（
「
森
銑
三
著
作
梨
第
十
巻
」
）
に、
梗
概
を
載
せ
る。
r
竹
斎」
の
絵
因
箔
に
つ
い
て
も、
「
古
く
道
成
寺
の
所
作
事
に
も
取
入
れ
て
ゐ
た
r
黍
の
餅
も
い
や
い
や、
粟
の
餅
も
い
や
い
や。
藷
麦
切
そ
う
め
ん
武
ひ
た
い
な」
の
文
句」
等
と
あ
る。
た
だ
し
こ
こ
で
刊
行
を
天
明
四
年
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る。
17
「
「
田
舎
芝
居」
を
め
ぐ
っ
て
ー
万
象
亭
の
弟
子
達」
と
し
て
発
表
の
予
定。
18
桜
川
慈
悲
成
の
門
下
に
も、
「
全
好」
「
善
孝」
の
名
が
見
え
る
が、
全
交
や
善
交
か
ら
は
や
や
降
っ
た
時
代
に
属
す
る。
彼
ら
に
し
ろ、
全
交
の
門
人
逹
に
し
ろ、
現
在
も
使
う
よ
う
な
卑
称
の
「
0
0
公」
と
い
っ
た
印
象
で、
こ
れ
ら
の
戯
号
を
用
い
て
い
た
の
だ
ろ
う。
〈
追
記
〉
初
校
刷
の
段
階
で
気
付
い
た
こ
と
な
の
だ
が、
「
中
良」
を
訓
読
み
に
す
る
と
「
な
か
よ
し」
（
「
日
本
国
語
大
辞
典』
に
は
「
枕
草
子
」
等
の
例あ
り。
）
と
な
る。
こ
れ
を
淡
語
で
密
く
と
「
善
交」
に
な
る
の
で
あ
る。
ま
さ
に
戯
作
的
思
考
な
の
だ
が、
言
策
に
は
き
わ
め
て
敏
感
な
中
良
で
あ
っ
た
だ
け
に
却
っ
て
真
実
味
が
あ
り、
付
言
し
て
お
く
こ
と
と
す
る。
ま
た、
全
交
の
「
直
読
見
台
萩
」
（
寛
政
三
刊）
に
も、
「
傍
に
築
地
の
善
好
を
見
る
や
う
な
人、
こ
れ
も
ど
う
か、
Jlt
人
と
一
緒
の
や
う
な
り」
（
森
三
氏
著
「
続
黄
表
紙
解
図
」
に
よ
る）
と、
「
築
地
の
ゼ
ン
コ
ウ」
の
名
が
見
え
る。
芝
全
交
に
と
っ
て、
も
う一
人
の
ゼ
ン
コ
ウ
は、
余
程
気
に
か
か
る
存
在
で
あ
っ
た
ら
し
い。
（
岡
山
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
生）
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